






R4年度

1,277,524 480,127 ＣＯ２ 12,932 t

産廃削減量 97,260 t

臭気対策 222,606 ※ ※

消化ガス脱硫 15,575 ※ ※

騒音・振動対策 0 ※ ※

※ ※

小計 238,181 ※ ※

小計 12,500 74,316

汚泥のセメント原料化 631,330 0 ＣＯ２ 9,119 t

焼却工場とのエネルギー循環 84,611 220,090 産廃削減量 97,260 t

汚泥の燃料化 237,644 0

処理水の再利用 73,258 153,304

建設副産物の有効利用 0 32,418

小計 1,026,843 405,812

緑化美化整備 80,658 ※ ※

排水規制 82,735 ※ ※

小計 163,393 ※ ※

広報活動 36,003 ※ ※

洞海ビオパーク 65 ※ ※

※ ※

小計 36,068 ※ ※

1,476,986 480,127 ＣＯ２ 12,932 t

産廃削減量 97,260 t

（算出の条件）

・ 集計範囲：下水道事業

・ 費用には、環境保全を目的とした設備の減価償却費、委託料、動力費等を計上しました。

・ 経済効果には、環境対策を実施した場合に、実施しなかった場合と比較して節減されるコスト及びリサイクルによる売却収入を合計して計上しました。

・ ※は算定不能

　資源循環廃棄物減量コスト

　管理活動コスト

　社会活動コスト

合 計

※ ＣＯ２ t

消化ガスの有効利用 12,500 74,316

3,813

　事業エリア内コスト

　公害防止対策コスト

　地球環境保全コスト

自然エネルギーの利用 0

分 類 主な取組の内容
環境保全コスト

（千円）

　環境保全対策に
　伴う経済効果
　　　　（千円）

環境保全効果
（環境負荷の低減）

削減したＣＯ２を、車が１年間に排出する量で換算すると5,647台分に相当します。

（算出条件）
・自動車１台あたり年間走行距離10000ｋｍ
・自動車１リットルあたり走行距離10ｋｍ
・ガソリンのＣＯ２排出係数 2.29（ｋｇCO2/L）

環境省「温室効果ガス排出量算定方法に関する検討結果」より
・自動車１台あたりＣＯ２年間排出量 2.29ｔ

（令和６年度決算版の概要）
●環境保全のために投資した費用は約１4億７千万円です。
●環境保全への取り組みの結果、約４億８千万円の経済効果をあげることができました。
●環境保全への取り組みの結果、二酸化炭素の排出量を１2,932t 削減しました。

●下水道事業環境会計

植樹や下草刈りに
参加してみませんか

私たちの生活に必要な水を育む山を守る
ために、ボランティア活動を行っています。
詳細は上下水道局ホームページをご覧く
ださい。




